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団　体　名

主な業務内容

財務状況
（H16.10.1～
17.9.30決算）

団体の課題

外郭団体の対応（平成19年3月現在） 市関係部局・補足事項

統廃合、法人
形態の見直し

存続

業務範囲の
見 　直 　し

ナショナルトレ－
ニングセンター指
定後の業務内容
の見直し

　ナショナルトレ－ニングセンターに指定された場合には、経
営方針を含めた業務内容の見直しが必要である。

　ナショナルトレーニングセンターの指定
内容が具体的になり次第、年間の経営方
針を含め、事業計画・予算を策定（見直
し）する。

　ナショナルトレーニングセンターについては
現時点で正式決定がなされていないが、指定
される場合約１か月の製氷の前倒しが見込ま
れている。
　指定された場合のセンターとしての占有の
状況は依然不透明であり、経営への詳細な状
況の把握がしにくい状況である
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【観光
課】

そ　の　他
長期的な視点に
立った社員の育
成

　市からの派遣職員１名については、概ね３年程度の派遣期
間であり、営業などの対外的な業務に就く上で支障があるた
め、長期的な視点に立って社員の育成を行うことが必要であ
る。

　長期的な視点に立った社員の育成は
行っていくが、派遣職員については、当
社が、長野市が５０％を出資する第３セク
ターであることから、市議会への収支報
告義務があり、財務面などにおいて市と
の関わり上必要と判断している。

【観光課】

外郭団体の経営方針におけるその他特記事項

　６　(株)エムウェーブ

長野市外郭団体見直し指針に基づく対応状況について

長野市外郭団体見直し指針（各団体個別事項）　〔平成18年11月1日付け通知〕

エムウェーブ、ビッグハット等の受託運営業務
芸能、スポーツに関する興行

　固定負債はなく、負債比率（資本に対する負債の比率）が約10％と低く、財務状況の健全性は高い。
　営業損益においても平成17年９月期決算で約1,100万円の税引前利益を計上しており、良好な状況にある。
　エムウェーブに加え、今年度新たにビッグハットの指定管理者になり、営業収支の規模が拡大することから利益が見込まれると同時に、指定管理料が固定化されること
から減収となる場合もあり、今後は収益に大きな変動が生じる可能性がある。

　エムウェーブを管理することを目的に設立された法人であり、これまで独占的に受託事業を行ってきたが、指定管理者制度により競争条件下に置かれることになったた
め、これまでのアイスリンク設置における高度なノウハウを発揮するとともに、株式会社としての利点を生かし、更に積極的な経済活動を展開していくことが期待される。
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